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1. 人間工 学的立 場より手作業 の能率的習練 の方法を

確立ナるた め手作業の習熟過程 の研究を行なっている。

これまで主 として動 作分析や編 み目の測定 による観察を

行 ない途中 まで の経 過は既 に発表し た。これ らの総合結

果とと もに引 き続 き行な ってい る心電図お よび筋電図 に

よる習熟過程 の追跡結果をあわせて報告する。

2.　 くさり編みの未熟練者14名を選び，その うち7 名

には練習に先 立って編 み方についての教示を与 えた。そ

の後毎 日15分 ずっ くさり編 みの練習を課し，練習 前お よ

び練習開始後１週間後, 1 ヵ月後，以後１ヵ月ご とに作

業時の心電図を記録し心樽数の変化をみ た。一方高速度

撮影に よるフ ィル ム分析や筋電図，編 み目の測定 により

練習効果を追跡した。

3. 練習に よりまず速度上昇 がみられ るが，い ったん

動作や編 み目の精度 が低下 する時 期があり, そ の後精度

が上昇して習練ナ る。筋電図において も振 幅お よび放電

量の増大がみられた後，作業動作 に合致した規 則性 のあ

る放電 様式 となる。心電図 におい ては動 作の恒常化 につ

れて心排数 の変化 も減少 する傾向 がみられる。 なお あら

かじ め指示を与えることに より短期間に習熟 させるこ と

が可能であるこ とを知 り得 た。


